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発明の概要 

特徴 

 関連分野  業務用機械、建設・土木 

専門技術サービス 橋梁の下向き面を安全に点検可能な橋梁点検装置 

代表図 

 鋼床版の疲労損傷を発見するため、鋼床版
の点検個所に点検員が接近して目視する近接
目視を行い、塗膜割れや錆等のような疲労損
傷に伴う現象を検出することが行われている。 

 本発明は比較的簡易な構造により、効果的に
落下の防止・少ない手間による運用・走行不能
の防止・橋梁の比較的広い範囲の点検が可能
で、使用時の危険性が少ない橋梁点検装置で
ある。橋梁の部材の下向きに傾斜した面を、そ
の部材の下方に位置する検査員の操作により、
橋梁点検装置によって安全かつ容易に点検を
行うことができる。 

 橋梁の下向きの面を有する部材と、この部材
の周辺の部材を点検するための橋梁点検装置 

１  床版点検装置 
２  棒部材 
３  車輪 
４  磁石 
５  モータ 
６  カメラ 
１１  支持部 
１２  操作入力部 
１６Ａ，１６Ｂ，１７Ａ，１７Ｂ  レーザー距離計 
２０  鋼床版 
２１  デッキプレート 
２２ 縦リブ 
２３ 舗装体 
２５ 溶接部 
２６  箱桁 
２７  箱桁の底板 
４０  点検員 
４１ 装着ユニット 
Ｓ 走行面 
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  応用の可能性 

橋梁検査 

トンネル検査 
構造物検査 

など 



  応用の可能性/活用企業例/最新動向 

応用の可能性 

阪神高速技術株式会社および内外構造株式会社の当発明に関する最新動向 

・トンネル検査 

・橋梁検査 

・構造物検査 

など 

本ページの情報は2018年2月時点において事務局が調査を行った結果に基づきます。 

本技術の活用が見込める企業の一例 

・株式会社ニチゾウテック 

・東洋検査工業株式会社 

・住重アテックス株式会社 
など 

・株式会社橋梁検査センター 

・株式会社横河技術情報 

・新日本非破壊検査株式会社 

・計測検査株式会社 

・株式会社ケミカル工事 

・インターネット上の公開情報において情報掲載は見られず、目立った動きは見受けられない。 


